
 

 

 かつまた 孝明 です！ 
たかあき 

 昭和５１年４月７日生まれ（３６歳） 

出身   沼津市 

住所   沼津市花園町 

家族   父親（沼津市出身） 

母親（伊豆市出身：修善寺） 

     妻・長男・長女 

経 歴 

〔学歴〕 

しょうえい幼稚園 

沼津市立門池小・門池中 卒業 

静岡県立沼津東高校 卒業 

学習院大学経済学部 卒業 

慶應義塾大学大学院経営管理研究科 卒業 

（経営学修士：ＭＢＡ取得） 

〔職歴〕 

平成１２年４月  スルガ銀行株式会社入社 

         財団法人企業経営研究所 研究員  

（地域経済産業分析） 

         経営企画部 人事担当マネージャー 

平成２２年１２月 スルガ銀行株式会社退職 

平成２３年１月  自民党衆議院静岡県第６選挙区支部 支部長 

いま、自民党が熱い！自民党員を大募集中！！ 

自民党に入党して、党員として自民党そしてかつまた孝明を支えてください！ 

入党資格 

・ わが党の綱領、主義、政策等に賛同される方 

・ 満１８歳以上で日本国籍を有する方 

・ 他の政党の党籍を持たない方 

党 費：一般党員 年額４，０００円、家族党員 年額２，０００円 

申し込み方法 

・ 自民党衆議院静岡県第６選挙区支部までご連絡ください。電話、e メール、直接お越し

いただいても結構です。 

・  

― お知らせ ― 

http://ameblo.jp/t-katsumata 

ブログはじめました！！元気に毎日更新中！ 
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発行所：自由民主党本部 

100-8910 東京都千代田区永田町 1-11-23 

電話：東京 03(3581)6211（代） 

振替口座：東京 00180-1-19518  定価 1部 105 円 

自民党衆議院静岡県第６選挙区支部 

410-0048 沼津市新宿町 16-5 まるやビル 1-B 

電話：055(922)5526 FAX：055(922)5527 

ブログ：http://ameblo.jp/t-katsumata 

公式サイト：http://www.t-katsumata.com 

e ﾒｰﾙ：jimin@t-katsumata.com 

自民党 衆議院 静岡県第６選挙区支部支部長 

通 

信 静岡６区【沼津・伊東・熱海・下田・伊豆・伊豆の

国（旧韮山・大仁）・賀茂郡・駿東郡（長泉・清水）】 

かつまた 孝明氏 

の「自立した社会の構築」 

 

たかあき 

～「手当より仕事を！」～ 

 

― 号 外 ― 

ボランティア大募集（６区支部まで連絡下さい） 

まるかつ通信の企画・配布・街頭演説サポート・ポ

スター貼りなどなど、楽しい仲間と共に！ 

安倍元首相と共に！！ 

 

http://ameblo.jp/t-katsumata


国が安易に助ける公助優先か、自助を基本とするのか 

民主党政権に代表する、子ども手当、農業所得補償制

度、高速道路の無料化、高校生の授業料無償化というよ

うに「自助」を飛び越えて、いきなり「公助」を全面に

「誰でも助けますよ」と言っていたら、どんな社会にな

るのでしょうか。政権交代以降、社会保障費の中で最も

増大著しいのが生活保護費。既に３兆円を突破し、この

３年間で２５％以上も膨らんでいるのです。 

 

 

この生活保護には、２つの特徴があります。まず地域

別のバラツキが大きいこと。最も少ない富山県は１００

０軒に３軒の割合でしか生活保護世帯がないのに対し、

最も多い大阪府では１００軒に３軒となり、１０倍の差

があります。大阪市にいたっては２０人に１人以上が生

活保護を受けている状態なのです。 

もう一つは、この１０年間で働ける世代での生活保護

者が増えていること。生活保護受給者２００万人のうち

８１万人が働ける世代で、このうち就労しているのはわ

ずか１４万人なのです。「自助」を基本に、働ける人は働

いて生活保護から脱却してもらえば、最大５０００億円

近い財政効果が期待できるのです。 

さらに生活保護費の半分近くが生活保護者の医療費、

医療扶助です。生活保護受給者は窓口負担がかからない 

 

働ける生活保護者の自立促進で最大５０００億円の財政効果 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ので安易に病院通いをする傾向があります。この分野こ

そ、徹底した見直しが必要です。後発医薬品（ジェネリッ

ク）の使用促進、向精神薬の重複処方へのチェック体制の

強化など無規律な受診に歯止めをかける、より厳しい対応

が必要です。 

 

 

 子ども手当や最低保障年金と同様に、民主党の社会保障

政策は、全て公助からスタートするので費用だけが一方的

に増幅していきます。自民党は、自助を基本に、共助、そ

して公助を組み合わせていきます。 

生活保護を最後の安全網として真に必要な人に行きわ

たる制度として機能させ、国民の信頼を取り戻します。 

日本の本来の姿である勤勉な国に戻すのか、全て他力本

願で自助努力を怠る国にしてしまうのか。 

今、私たちは、その岐路に立っています。 

「勤勉な国、日本」 私たちは、日本を本来の姿に戻します 

 

安倍元首相と未来の日本を語る！ 

 


